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研究成果の概要（和文）：様々な植物にゴール(虫こぶ）を形成するタマバエ類のうち、多くの植食性タマバエ
類は、特定の植物を寄主として利用する。一方で、ハリオタマバエ属は複数の植物を利用する。そこで、このハ
リオタマバエ属に着目し、タマバエの中では珍しい幅広い植物の利用の実態および、それを伴う生活史の解明を
試みた。とくに、共生糸状菌の存在に着目し、共生菌の分離や同定も試みた。その結果、栽培ブドウの果実に寄
生するブドウミタマバエが、関東以北に広く分布する可能性を示すことができた。また、アオキミタマバエのゴ
ールから共生糸状菌は、これまで日本で記録されていた同属種とは異なる新種である可能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：Among the cecidomyiidae species that induce galls on various plants, many 
species utilize specific plants as host. On the other hand, species belong to the genus Asphondylia 
utilize multiple plants. Therefore, we attempted to clarify the reason of its wide host range and 
life history. In particular, we focused on the existence of symbiotic fungi, and attempted to 
isolate and identify them. As a result, one of the Asphondylia undescribed species, the Japanese 
grape berry midge that infests fruits of cultivated grapes, was supposed to be widely distributed 
north of Kanto District. In addition, the symbiotic fungi obtained from the fruit galls of Aucuba 
fruit gall midge, Asphondylia aucubae, was isolated and identified. It was compared with Japanese 
congeners and considered to be a new species.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
ハリオタマバエ属タマバエ類には、ブドウミタマバエのように栽培植物に寄生する害虫種も含まれる。これらの
生活史を明らかにすることで、防除につながる情報を得ることができる。また、植物に虫こぶを形成するという
寄主特異的な特性を持ちつつ、寄生する植物が幅広いという特性も持つことから、植食性昆虫の寄主植物の利用
様式を解明するには格好の研究材料でもあり学術的にも研究する意義は大きい。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
タマバエの食性は、植食性、捕食性、寄生性、菌食性、腐食性など多様である。とくに、植食
性の種の多くは、幼虫の摂食刺激により、植物の寄生部位を変形させて多様なゴール（虫えい）
を形成する。一般的に、ゴールの形状や寄主植物は種特異的であり、タマバエの種によって決ま
っているので、ゴールの形状からタマバエの種を同定できる。ところが、ハリオタマバエ属には、
季節によって、分類学的に大きく異なる植物を寄主とする「寄主交代」をする種がいる。また、
芽や蕾、花、果実など複数の植物部位に寄生する種もあり、寄主植物の利用様式がきわめて多様
である。 
 
２．研究の目的 
タマバエ類は寄主植物の範囲が狭く、同一植物科に限られることが多い。しかし、例外的に複
数科の植物に寄生する例が知られている。近年、福島県や宮城県で発生が認められるブドウミタ
マバエもその一種である。これには、共生糸状菌の関与が示唆されている。そこで、被害状況を
明らかにするとともに共生菌の関与を検証し、害虫種の防除に活用できる基礎データを得るこ
とを目的とした。 
国内外の数種のハリオタマバエ属ではゴールから共生糸状菌が分離・同定されており、
Botryosphaeria dothidea という植物病原菌の一種、あるいは、きわめて近縁な種であることが
示唆されている。本菌はリンゴ、クリ、ウメ等種々の果樹の病原体として知られており、宿主範
囲が広い。一方、近年、分類学的な地位や宿主範囲の再検討もなされている、分類学的に興味深
いグループでもある。 
 
３．研究の方法 
タマバエ、共生菌ともに、各地で寄主植物上のゴールを採取し、解剖して虫体及び菌体を得た。
タマバエに関して、幼虫や蛹、成虫の形態情報および、バーコーディング領域の配列により、種
の同定を試みた。共生糸状菌に関しては、分離・培養ののちに分子情報を用いての同定を試みた。 
 
４．研究成果 
2018 年 6 月に栃木県でブドウ果実を加害するタマバエが新規に発生したため、その同定を試
みた。まず、栃木県日光市で採集されたタマバエのうち、雌雄成虫および蛹を検鏡し、形態的
な特徴を確認した。成虫の触角や産卵管の形状や、蛹の頭部の突起の有無などが、ハリオタマ
バエ属の特徴と一致した。そして、ミトコンドリア DNA の COI 領域のうち、バーコーディング
領域の一部の配列を決定し、福島県や宮城県で得られたブドウミタマバエ Asphondylia sp.、
そして、日本産のハリオタマバエ属の複数種の配列と比較した。栃木県の個体と、福島県のブ
ドウミタマバエの配列の差異は 0～3塩基（0～0.49％）であり、種内変異の範囲であると考え
られた。これらの結果から、栃木県で新たに発生したタマバエを、ブドウミタマバエであると
判断した。この結果を受け、8月 17 日に栃木県からは特殊報第１号が発表された（栃木県、
2018）。なお、これまで発生している福島県では、ほとんど被害果実が認められず、発生が少な
かったと考えられる。また、アメリカ合衆国でも栽培ブドウの果実よりハリオタマバエ属が得
られたが、日本産ノブドウミタマバエやブドウミタマバエ、および、合衆国に分布する同属種
との比較検討により新種であることが確認され、Asphondylia uvarum として新種記載された
（Gagné et al. 2018）。さらに 2020 年には、青森県のブドウ果実よりタマバエが採取され、形
態観察および遺伝子解析により、本種であると同定した。これらの情報により、日本のブドウ
ミタマバエは、関東以北に広く分布する可能性が示された。 
 
 

 



      図２ 蛹頭部の形態 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 雌成虫の形態 

 

 

図３ ミトコンドリア DNAの COI領域 402bpの配列に基づく、青森県のブドウ果実に寄

生していたタマバエ、および、日本産ハリオタマバエ属 11種の近隣結合樹 
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共生糸状菌に関しては、ブドウミタマバエ、キヅタツボミタマバエのゴールを採取して分離
培養を試みたものの成功しなかった。ゴール内の幼虫が若齢であるなどの理由によりうまくい
かなかった可能性が考えられた。翌年もブドウミタマバエは発生が少なく、サンプルが得られ
なかったため、新たにアオキミタマバエのゴールを採取して共生菌の分離培養を試みた。得ら
れた分離株を日本産 Botryosphaeria 属の研究者（当時三重大学）に提供し、分子系統解析によ
る分類学的位置付けの再検討に含められた。その結果、アオキミタマバエのゴールを由来とす
る株は、既知種とは異なる新規クレードを形成し、新種である可能性が示唆された（Hattori 
et al., 2021） 
 
本課題の遂行により、ハリオタマバエ属タマバエ種の新たな分布情報や、共生糸状菌の分類
学的な地位の解明に貢献することができた。また、タマバエ科の生態や生活史に関して取りま
とめることができた（Yukawa and Tokuda et al. 2021）。一方、本課題の目的であった、多様
な生活史の実態把握や考察には至らなかった。本課題の成果も活用し、ハリオタマバエ類およ
び共生糸状菌の、さらなる分類学的・生態学的な実態解明が今後の課題である。 
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